質問番号：a0174
質問締切日：R2.9.23

質問回答書
	案件番号
	5022000287

	案件名
	横須賀港静穏度検討調査業務


	番号
	質問事項
	回答

	１
	特記仕様書６．（４）②異常時の波浪条件において、「波浪推算（スペクトル法及びＳＭＢ法等）」とありますが、スペクトル法とＳＭＢ法等の両方を組み合わせて波浪推算を行うのでしょうか。あるいは、どちらか一方の手法でよろしいのでしょうか。
	「港湾の施設の技術上の基準・同解説」に基づき、適切な手法をとることを前提としていますので、基本的にはスペクトル法の適用を想定していますが、地形条件等によってはSMB法等との比較が必要と考えています。

	２
	現在、国土交通省 関東地方整備局において、東京湾内の異常時の波浪推算をスペクトル法で行っており、横須賀港沖も対象となっています。その結果による波向別の確率沖波を収集して、本業務に利用することは可能でしょうか。
	国土交通省が実施している波浪推算については、業務未了であるため、使用できないものと考えています。

	３
	本業務において、異常時の波浪推算を行う場合、対象期間は何カ年を想定していますでしょうか。
	「港湾の施設の技術上の基準・同解説」に基づき、30カ年以上を想定しています。

	４
	特記仕様書６．（５）通常時の静穏度検討と（６）異常時の静穏度検討では、波向はそれぞれ何ケースを想定していますでしょうか。
	通常時の静穏度検討における波向については、８波向程度を想定しています。
異常時の静穏度検討における波向については、５波向程度を想定しています。

	５
	特記仕様書６．（５）通常時の静穏度検討と（６）異常時の静穏度検討で対象とする係留施設の数は、それぞれ何施設を想定していますでしょうか。
	それぞれ90施設程度を想定していますが、港湾計画改訂作業を実施する中で、係留施設等の数が前後する場合があります。

	６
	
	


＜お願い＞
(1) 　質問に対する回答は、原則として公開されますので、質問する場合は、会社名や個人名、住所等の質問者が特定または類推できる表記をしないようにしてください。
(2) 　質問が６つを超える場合は、行数を増やして、１つのファイルで送信してください。
(3) 　ファイル名は、「shitumon.doc」のまま変更せずに保存して、送信してください。
(4) 　質問に製品のカタログや図面等の添付が必要な場合は、添付資料をスキャナ等で画像ファイルにした上で、本ファイルに、作成した画像ファイルを貼り付けてください。（※　添付資料を画像ファイルにして質問書に貼り付けることが困難な場合は、契約課にご連絡をお願いします。）
